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3通話路搬送装置用濾波器

菅 田 次 郎*

Electric Wave Filters Usedin3-ChannelCarrier Telephone System

By Shojir6Sugata

Totsuka Works,Hitachi,Ltd.

Abstraet

In this article some aspects of characteristics gained by Hitachi's wavefi1ters

areintroduced.The writeris quoting a 3-Channelcarrier telephone terminal

in discusslng the attenuation characteristics,impedance characteristics,etC.Of

Various sorts of丘1ters used therein,based on his experimentaldata.

〔Ⅰ〕緒 盲

濾波器は搬送装置の主要部をなし,その良否いかんは

直接 胃の機能を左右するものである｡したがって絶え

ずこれが改良を計り装置に適合するものを得るよう努め

ている｡つぎに3通話路搬送装置を例にとり,現在日さ上

-･∴･ご‥

製作所に二机､て

紹介する｡

作している各種濾 器の性格の一端を

第1図および第2図(次貢参照)ほそれぞれ搬送端

買および附属柘 内における各種濾波器の配

置を示している｡一端局当り 20箇前後の

られる｡

波器が用い

第1図

Fig.1.

3通話路搬送端局装置内 の濾波器配置図

Filter Arrangementin3-ChannelCarrier Telephone Terminal

*
日立製作所戸塚工場

綿路
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第2図 搬送波電温装置内の濾波器配置図

Fig.2.Filter Arrangementin Carrier

Source Equipment

濾波器設計法としては古くから 0.J.Zobel(1)の開発

にかゝる影像特性法が用いられてきたが,近時S.Dar

lington(2)によるより合理的な動作特性接が採用される

ようになり,性能の一段と良好な 波器が作られるよう

になった｡しかしこの新Lい設計法も計算が厄介で相当

な労力を要することならびに採り得る稗性函数形が目下

のところ伝送域,減衰域笹対しチェビシェフ形とか平坦

形とか趣く単純なものに限られているため,Zobel法を

以て実現が難かしいものに対し主として用いられてい

る｡

評 論 第36巻 第8号
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第3図王様路1濾波器の減衰特性

Fig.3.Attenuation Characteristics

of Line Fjlter
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第4因 縁路濾波器のインビ←ダンス特性(1)

共通線路伽

Fig.4.Ⅰ血pedanceCharacteristicsofLine

Filter(1)一Common Line Side

第5図 線路濾波器の イ ン ビ
← ダ ン ス 特性(2) 装 置側

Fig.5.Impedance Characteristjcs of Line Filter(2)pEquipment Side
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濾渡部LF-Hは搬送回線電流のみを通し電話回線 流

第6図

Fig.6.
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入刀レベル(〟)
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線路濾波器の非直線歪特性

Non-1inear Distortion Characteristic

of Line Filter

Zobel法は仮想的な影像パラメ←タを仲介として理論

が組立られているためすつきりL-ない面がありツギハギ

式などの批判もあるところであるが,融通性があり各様

の減衰特性を構成しやすい利点がある｡加えて永年使い

馴れ技術資料も豊富なゆえに今なお広く用いられてい

る｡

濾波器を実際製作する捌こなるとその構成要素である

L,Cが確かなものでなければならぬことはいうまでも

ないこJL素子のコア←としてほ現在もつぱらセンダスト

コア←が用いられている｢ニ こ頼こ巻いたコイルは普通

150～250のQを待っている｡.最近フェライトコア←の

研究が盛んになり,国産化が企てられているので追々こ

うしたものも朴､られると思われる(-∫C素子としてほ従

締付型のマイカコンデンサが仙､られているし小容撞

のものに対Lてはシルバrドマイカコンデンサも使用さ

れるようになったtノ

〔ⅠⅠ〕各種濾波器の性能

(り 線路濾波器

線路を通ずる電話回線電流(5･4kc以下)と搬送回線

電流(6.3～29.Okc)とを分離貢宣するものである.｡.高域
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を阻止し,低域濾渡部Lトユ･ほ逆に 話回線電流のみ

を通し搬送回線電流を阻止する｡第3図は各々の減衰特

性である｡ハッチングを施した値は電通規格,国鉄規格

などを参考にし日立製作所にて製作規準とした減衰規格

である｡第4図は線路側からみたインピ←ダンス特性,

第5図は他端からみたインピrダンス特性である｡この

濾波器は晴接線路に接続される関係上インピーダンスが

よく整合されていることが大切である｡各伝送域内で

IZ憧600J2±20%に納めるよう努力が払われているこ

本濾波器を通る送信波レベルは+10～15dbであり受

信波レベルは-10～20dbである｡その差は25～35db

となり,L素子に用いているセソダストコア←ほ圧殺型

で非直線性に基づく高調波歪がきわめて小さいのである

が,なおかつ通話路問の漏話の原因となる可能性を有す

る｡この歪を抑える基 として 入力+25db で歪減衰

量を80db以上としている｡第`図は入力レベルを変え

翻非ゝ､

を測定したものである.⊃

(2)方向濾波器

搬送回線電流を 倍群,受信群に分離,貢畳するもの

である(〕第1図について説明すれば 借倒の低域

DFLは15kc以下(6～15kc)の3送信路電流を通

し,17kc以上(17～29kc)の3受信路電流を阻止する

ものである.｡受信側の高域濾渡部DトHは前者とは逆

に17kc以上の受信電流を通し15kc以下の送信電流

を阻_l卜するものである∴第7図はこれ等の滅衰特性であ

る｡

第8図(次貢参照)ほ線路側の共通端子から測定Lたイ

ンピーダンス特性,第9囲および第10図(次頁参照)は他

端から測った各濾渡部のインピー∴ダンス特性である｡線

路濾波器と同様600J2±20%に納めるよう努めているp

木濾波器の
,受レベルは線路濾波器とほぼ同等であ

るので非直線歪についても同様のことがいえる｡入力レ

ベル+25dbで歪減衰量80db以上を規格としている｡

第11図は入力レベル対非 特性である｡コアーを全

部セソダストにすると少しく規格を割るので一部のコイ

ルを空心としている｢)

第7図

方向濾波器の減衰特性

/√ Fig.7.

Attenuation Character･

jsticsofDirectionFjlter
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(3)変調出力帯域濾波器

変調器出力側において所要の-･側渡帯のみを取出すも

のである｡各通話路ごとに伝送帯域の異るものが用いら

れる｡出力端にて各々の出力を並列重畳しこれを送信増

幅器に送る｡これら 波器は並列に接続される関係上互

第36巻 第8号

第8図

方向濾波器のイン′ビ㌧-

ダンス特性(1)

通榔

Fig.8.

Impedance Charac-

teristics of Direc-

tionFilter(1)-Com-

mon Side

第9図

方向濾波器のインピー

ダンス特性(2)

域側

Fig.9.

Impedance Charac-

teristics of Direc-

tionFjlter(2juLow-

pass Side

第10図

方向濾波器のインピト

ダンス特性(3)

域側

Fig.10.

Impedance Charac-

teristics of Direc･

tionFilter(3トHigh-

PaSS Side

いに著しい並列損失を与えないようにするを要し,この

ためZobelのガ終点法その他の方法が

第12図は低域群用

ぜられている｡

波器の減衰特性である｡第13図ほ

共通端よりみたるインピ←ダンス特性,第l咽ほ他端よ

り測った各々濾波器のインピーダンス特性である｡
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第11図

Fig.11.
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方 向 濾波器の 非直線歪特性

Non-1inearDistortion Characteristic
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第12図 低域群用相成 波器減衰特性

Fig.12.Attenuation Characteristicsof

Lower Side ChannelFilters

周 波 敗 (片r)

第13図 低域群用布域濾波器のイ ン ピ←ダンス特性(1)

共通側

Fig.13.Impedance Characteristics of Lower Side Channel

Filters(1)一Common Side
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第14図 低域群用帯域濾波器のインピ←ダンス特性(2)

各端側

Fig.14.Impedance Characteristics of Lower Side Channel

Filters(2)一IndividualSide
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第16図

Fig.16.

復調出力低域濾波器の減衰特性

Attenuation Characteristic of

Demodulator LowTpaSS Fjlter

第17図 復調出力低域濾波器のインピーダ

ンス特性

Fig.17.Impedance Characterjstics of

Demodulator Low-PaSS Filter

第ほ図は高域群用 波器の減衰特性の一例である｡

(4)復調入力帯域濾波器

受信波の中から各通話路の伝送周波帯に相当する分だ

けを通して復調器に送り,他ほすべて阻止するものであ
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第36巻 第8号

第15図

高域群用′甘域1慮波器の

減衰特性

Fig.15.

Attenuation Charac･

terjstics of Higher

Side ChannelFilters

第18図 復調出力低域濾波器(3kc-45db)

の減衰特性

Fig.18.Attenuation

Demodulator

(3kc-45db)

Characteristic of

Lowrpass Fjlter

第19図 復調出力低域濾波器(3kc-45db)

のインピーダンス特性

Fig.19.Impedance Characteristics of

Demodulator Low-paSS Filter

(3kc-45db)

る｡(3)の変

用いている｡

出力帯域濾波器と全く同じ形式のものを

たゞ送 変調側に低域群のものを用いれば

受信復調側にほ高域群のものを用い,送信変 側に高域

群のものを用いれば受信復調側にほ低域群のものを用い

〆･■′
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第20図

Fig.20.

~ラ▲ 濾波器の減衰特性

Attenuation Characteristics

Of Ring Filters
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第21図

Fig.21.

信号濾波器のインピーダンス特性

Impedance Characteristics

Of Ring Fi】ters

ることになる｡

(5)復調出力低域濾波器

器出力波の中から音声通話周波数滞のみを取出し

ニれを音声増幅器に送り他を阻止するものである｡第1占

図はその

ある｡

なお搬送

哀悼性であり第17図はインピ←ダンス特性で

置の型によってほ首動利

得調整用のパイロット波が3kcの連

続ピー†音となって変調器出力に現わ

れるものがある｡この妨害菖を消すた

め復調出力低域 波器で十分減衰する

ことが必要である｡第相国はこの目的

に製作した 波器の減衰特性で3kc

に対し45dbの減衰を与えておる｡第

19図はインピ←ダンス特性である｡

(`)信号濾波器

トールダイヤル搬送その他に用いら

れている二周波信号方式用の濾波器で

波から信一号波を選択分離するもの

であるし｡第20図は2.55kc,2.65kcを

電

柵
〝

波 器 1273

〝∫ ノア

周 波 数 (〟C)

/7∫

第22図

Fig.22.

パイ ロ

ット濾波器の減衰特性
Attenuation Characteristics of

Pjlot Filter

信号波とし 2.3kc以下を通話帯とした場合の減 特性

で第21図はインピーダンス特性である｡信号と通話帯上

限が著しく接近Lているので互いに大きな並列損失を与

えないよう留意してある｡

(7)パイロット濾波器

受信増幅器入力端で首動利得調整用のパイロヅり笥波

数を選択摘出するものである｡貰22図はその減衰特性で

ある｡受信帯域にわたり並列損失を与えないよう入力イ

ンピ←ダンスは数kJ2以上にしてある｡

なお温度変化その他の原因によりパイロッI周波数と

濾波器最大J 度点との聞に食違いができた場合これを禍

正合致せしめ得るよう調整装置がついている｡

(8)搬送電;充選択濾波器

高調濃発生許の出力端において所望高調波を選択純情

●-
､

､

周 波 数 (〃∫)

第23図 搬送波選択濾波器の減衰特性

Fig.23.Attenuation Characteristics of Carrier

Selecting Filters

〃
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第24図 搬送波選択濾波器のインビ←ダンス

特性

Fig.24.Impedance Characteristics of

Carrier Selecting Filter

しこれを変,復調紳こ搬送波として供給するもので,伝

送損失をできる限り小さくしてなんら増幅することなく

第36巻 第8号

そのま_ゝ搬送波となし得ることが望まLい｡このためイ

ンピーダンス特性を壊牲にして伝送帯域内の損失波打ち

を1db程度まで許すことにし,さらに伝送帯域幅を可

能な限り広くとり定損失を5db以下にするよう努めて

いる｡

第23図は上,下両端なる6kcおよぴ29kc用

の 哀特性であり,

ダンス特性である｡

第24図は6kc用

なお

波器

ン′ピ←

波器素子を製作しやすい値と

するため動作インピーダンスに150J2に下げてある｡

〔ⅠIl〕鯖 盲

以上3通話路搬送端局装置を例にとり搬送用濾波器の

性能の-▲端を紹介した｡需要家各位,特に搬送装置の設

備計画ないしは運営にたづさわっている万々に

参考になれば幸である｡
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